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１ 北上市のまちづくり～あじさい都市～

◼ 北上市では、持続可能なまちの姿「あじさい都市」

の実現を目指しています。

◼ あじさい都市実現のため、都市拠点と地域拠点を形

成することとしています。

２ 都市拠点の形成～未来ビジョン～

３ 市道北上駅鍛冶町線の位置づけ～まちなかの背骨～

なぜ、ウォーカブル化を推進するのか

◼ 都市拠点の形成のため、都市拠点の将来構想を示し

た「未来ビジョン」を令和３年度に策定しました。

◼ 「未来ビジョン」に基づき、本通り地区、諏訪町地

区、北上駅西口地区の再整備等を行っていくことを

想定しています。

４ 北上市ストリートデザイン推進会議の位置づけ

➢ 「歩いてみたいと思う道路」は、車中心の道路ではなく、人中心の道路。

➢ 人に歩いてもらう、滞留してもらう空間においては、沿道空間の在り方

も重要な要素です。

➢ そのため、道路だけでなく、沿道空間の在り方も含めた整備方針を検討

する必要があるため、官民で構成する北上市ストリートデザイン推進会

議を設置することとしました。

• 北上駅鍛冶町線は、本通り地区、諏訪

町地区、駅西口地区を結ぶ路線。

• 未来ビジョンにおいては、同路線を「ま

ちなかの背骨」として位置付け、ウォー

カブル化＝歩いてみたいと思う道路

整備を推進することとしている。

• 具体的には、車中心の道路から人中

心の道路として整備することをいう。

➢ 本通り地区、諏訪町地区、北上駅西口地区、それぞれの開発が成功した

としても、開発の効果はそれぞれの「点」にとどまってしまいます。

➢ 「歩いてみたいと思う道路を整備する」ことにより、３地区を結ぶ鍛冶町

線を歩く、滞留する人が増え、整備の効果を「点」ではなく「面」的に波及

させることが期待できます。



（参考）未来ビジョンに定める区域の開発状況について

●ホテル建設
（2026竣工予定）
14階 167室
（4,500㎡）

●病院建設
（202５開業予定）
病院200床
老健150床
こども園102名
ほか医師ほか職員
（7,600㎡）

●ホテル建設
（2025竣工予定）
14階 225室
（5,400㎡）

●TMさくら野
オフィス増床

●賃貸＋クリニック
（2025竣工予定）
１階 クリニック
２～３階 賃貸10室
（1,460㎡）

●柔剣道場
（2026竣工予定）
賃貸住宅108戸
その他民間施設

●きたかみ朝市ほか
ソフト事業
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